
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区民新聞  2025 年 10 月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

杉
並
区
議
会
第
３
回
定
例
会
の
令
和
６
年
度
決
算
特
別
委
員
会
で
、
党
区
議

団
は
岸
本
区
政
の
進
め
る
「
対
話
の
区
政
」
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

区
民
約
五
千
人
が
参
加 

１
３
０
回
を
超
え
る
対
話
の
場
が 

2025年10月15日 №232 

決算特別委員会で質疑 

 

岸
本
区
政
の
も
と
、「
対
話
の
区
政

運
営
」
が
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。 

令
和
６
年
度
に
は
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
基
本
方
針
の
策
定
、「
杉

並
区
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条

例
」
の
具
体
化
（
子
ど
も
と
の
意
見

交
換
）、
区
立
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
基
づ
く
３
地
域
で
の
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
都
市
計
画
道

路
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る(

仮
称)

デ
ザ
イ
ン
会
議
な
ど
が
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
下
井
草
ま
ち
づ
く
り
ラ
ボ
や

旧
若
杉
小
跡
地
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
も
こ
の
一
環
で
す
。 

質
疑
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

年
間
１
３
０
回
を
超
え
、
延
べ
五
千
人

以
上
の
区
民
が
参
加
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
区
立
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
で
は
、
地
域
の
区
立
施
設
の
あ
り
方

を
住
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、
計
画

を
検
討
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
住
民
か
ら

歓
迎
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

対
話
に
よ
る
前
向
き
な
変
化 

区
民
の
実
感
と
し
て
も
広
が
る 

 

令
和
６
年
度
の
「
杉
並
区
区
民
意

向
調
査
」
で
は
、「
住
民
参
加
の
場
の

確
保
」
の
項
目
で
「
対
話
の
区
政
」
の

前
向
き
な
変
化
を
実
感
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
行
政

の
取
り
組
み
が
着
実
に
地
域
に
根
付

き
始
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
区
民

の
区
政
参
画
の
促
進
に
向
け
力
を
尽

く
し
ま
す
。 

令和６年度の対話の取り組み（一部抜粋） 

事業名 回 対話内容・テーマ 人数 

多世代が利用できる

公園づくり 
４ 

公園の魅力や課題に

ついて（井草公園区 
49 

聴っくオフ・ミーティン

グ 
10 

多文化共生、パートナ

ーシップ制度、グリー

ンインフラ、住まいの

セーフティネット等 

181 

子どもの意見聴取 31 

区立小中学校におけ

る意見交換会、子ども

ワークショップ等 

1461 

参加型予算 １ 
ワークショップ  防災

×〇〇 
18 

気候区民会議 ６ 
気候変動対策につい

てのグループワーク 
483 

子どもの権利に関す

る条例 
３ 

各団体における意見

聴取 
194 

（仮称）デザイン会議 ８ 
西荻、南阿佐ヶ谷、高

円寺 
448 

グリーンインフラの推

進 
５ 

グリーンインフラ推進

会議（意見交換） 
158 

区立施設マネジメント

計画の取組案を検討

するワークショップ 

82 

各地域での意見交換

会、ワークショップ、オ

ープンハウス等 

1360 

 

 

 

◆区政に私ももっと参加してみたいと思いました。 

◆区の情報が多くわかるようになり、区民との対話も増

えていることはとても良いと思っています。 

◆区民が区政に関われるような対話集会が数多く開催

され、まち全体が少しずつ変わってきたように思います。 

◆区民の多くが区政に関心を持つようになり、区民の意

見を聴く姿勢が広がっている。 

◆これからも区民の意見を聴きながら進めてください。 

第５６回杉並区区民意向調査 
区政にかんする意識と実態より抜粋 

 

 



   

決算特別委員会で質問 
 

 

党
区
議
団
は
「
こ
れ
ら
の
デ
マ
は

言
葉
の
暴
力
で
あ
り
、
差
別
や
分
断

を
あ
お
る
行
為
。
外
国
人
も
地
域
の

一
員
で
あ
り
、
デ
マ
や
差
別
は
許
さ

れ
な
い
」
と
い
う
明
確
な
姿
勢
を
示

す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
デ
マ
や
差
別
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
大
き
く
明

記
し
、
法
務
省
作
成
の
啓
発
ポ
ス
タ

ー
も
掲
示
す
る
な
ど
、
よ
り
明
確
に

打
ち
出
す
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。 

各
地
で
ヘ
イ
ト
対
策
杉
並
区
で
も 

 

川
崎
市
で
は
、
差
別
的
言
動
を
繰

り
返
し
た
場
合
に
最
大
５
０
万
円
の

罰
金
を
科
す
条
例
を
施
行
。
大
阪
市

は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
団

体
・
発
言
者
名
を
市
長
が
公
表
す
る

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。 

 

杉
並
区
で
も
議
会
内
外
で
排
外
的

発
言
が
見
ら
れ
る
な
か
、
人
権
侵
害

の
実
態
を
把
握
す
る
通
報
制
度
や
相

談
窓
口
の
整
備
、
全
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
実
効
性
あ
る
条
例
づ

く
り
を
求
め
ま
し
た
。 

 

区
は
「
令
和
８
年
度
の
総
合
計
画

等
の
ロ
ー
リ
ン
グ
作
業
の
中
で
、
具

体
的
な
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
」

昨
年
度
、「
杉
並
区
多
文
化
共
生
基

本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
外

国
人
が
増
え
、
地
域
の
多
国
籍
化
が

進
む
中
で
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を

認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
い
て

と
も
に
生
き
る
「
多
文
化
共
生
」
は
、

地
域
社
会
の
重
要
な
課
題
で
す
。 

デ
マ
を
許
さ
な
い
姿
勢 

明
確
に 

 

し
か
し
、
７
月
の
参
院
選
で
は
、

一
部
の
候
補
者
や
政
党
が
「
外
国
人

が
生
活
保
護
を
受
け
や
す
い
」「
外
国

人
が
増
え
て
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
」
な
ど
の
根
拠
の
な
い
発
言
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。
区
は
、
議
会
答
弁

で
「
生
活
保
護
は
日
本
人
と
同
様
の

審
査
を
行
っ
て
お
り
、
外
国
人
を
優

遇
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
名
言
。
ま

た
、
犯
罪
発
生
率
に
つ
い
て
も
、
外

国
人
が
特
に
多
い
と
い
う
事
実
は
な 

い
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
答
え
ま
し
た
。 

多
文
化
共
生
の
拠
点
整
備
へ 

 

外
国
人
が
抱
え
る
言
葉
の
壁
や

生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
る
困
難
に

対
応
す
る
た
め
、
相
談
機
能
の
充

実
、
日
本
語
教
室
の
拡
充
、
地
域
交

流
の
場
づ
く
り
は
急
務
で
す
。
地
域

に
根
ざ
し
た
多
文
化
共
生
拠
点
の

整
備
を
求
め
ま
し
た
。 

 

外
国
人
も
日
本
人
も
、
同
じ
地
域

で
生
活
す
る
仲
間
で
す
。
差
別
・
排

外
主
義
を
許
さ
ず
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
引
き
続
き
、
党
区
議
団
と
と
も

に
多
文
化
共
生
の
推
進
を
訴
え
て

い
き
ま
す
。 

                                                    

 

先
日
、
シ
ネ
マ
歌
舞
伎
「
源
氏
物
語

六
条
御
息
所
の
巻
」
を
観
ま
し
た
。 

始
め
に
六
条
御
息
所
を
演
じ
る
坂

東
玉
三
郎
の
解
説
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
あ
り
、
歌
舞
伎
は
随
分
と
分
か
り

や
す
く
な
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

私
は
国
文
学
専
攻
だ
っ
た
の
で
、

「
源
氏
物
語
の
ど
の
巻
が
一
番
好
き

か
」
と
い
う
話
を
よ
く
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
主
人
公
の
魅
力
を

語
る
人
も
多
い
中
、
紫
式
部
の
心
境

や
当
時
の
恋
愛
観
に
つ
い
て
話
す
の

も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
私
は
、
色
恋 

   

だ
け
に
留
ま
ら
な
い
人
間
臭
さ
や
怪

談
的
要
素
に
魅
力
を
感
じ
、
夕
顔
と

六
条
御
息
所
が
ダ
ン
ト
ツ
だ
と
主
張

し
て
い
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
今
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
観
点
か
ら
も
「
源

氏
物
語
」
を
語
り
合
い
た
い
で
す
ね
。 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

 

１
０
月
２
日
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、
区
議
会
決
算
特
別
委
員
会
で

多
文
化
共
生
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

「
多
文
化
共
生
基
本
方
針
」
策
定 

杉
並
区
で
も
重
要
課
題 

 

野垣あきこ地域学習会 

 

国産米が日本を救う 

１０月１９日(日)１０時～ 

井草地域区民センター 

講師 東京農民連理事 加藤武市氏 

会費１００円 

主催 野垣あきこ事務所、野垣あきこサポーターSI 

 


